
令和７年度 大館市立長木小学校 学校便り 

 長 木 の 流 れ 
 

 

 

～ 子ども、保護者、教師、地域、みんながパートナー ～ 

令和７年７月１８日〈第４号〉   

 エゾポッポくらぶ運営委員会や参加者の方々のご協力のおかげで、

魅力的な体験がつまった時間を過ごすことができました。天気に恵ま

れ、計画していた活動を全て行うことができ、長木川には子どもたち

の喜ぶ声が響き渡り、笑顔が輝いていました。運営委員会の方々には、これまでの計画

や準備、前日には駐車場の草刈りまでご協力いただきまして、本当にありがとうござい

ました。 

  
【 長木川での川遊び ＆ カヌー体験 】 

   
    【カレー作り～野外炊事～】  【石に絵を描く自然遊び～WA ROCK～】 

  

 

 
 

 

  

 大館市教育委員会では、いじめ・不登校対策事業の一環として、「子育て相談会」

を開催しています。いじめや不登校に関わらず、お子さんのことで悩みや不安を抱

えていましたら、学校やこの相談会等で気軽にご相談ください。 

 この相談会を希望する場合は、８月２９日（金）までにご連絡ください。 

                      【担当：長木小 教頭】 

期日 ９月５日（金） 

時間 13：30～19：30 

会場 大館市立中央公民館 多目的室ほか 

内容 個別相談（相談時間は４０分程度） 

   ※相談員は、福祉部子ども課の社会福祉士・臨床心理士・家庭相談員や学

校教育課の臨床心理士などの専門家です。 

主催 大館市教育委員会 

★給食当番の帽子について 

  給食当番の帽子の紛失が続いています。残念ながら、貸し出すための予備の帽

子がありません。万が一、失くしてしまった場合は、各ご家庭で三角巾やバンダ

ナ等、白衣の帽子の代わりになるものの準備をお願いします。 

  ２学期からは、白衣と帽子を入れる「白衣入れ給食袋」の準備もお願いしてお

りますが、どうぞご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

★防災備蓄品の配付 

  防災備蓄品を子どもたちに配りました。これは、市の危機 

管理課で管理しているもので、１年に１回の在庫整理で品物 

を入れ替えるために、前年度分を希望する学校に配付しているものです。本校で

は、「白飯」と「水」を配付しました。 子どもたちはどちらか一方を持ち帰りま

した。この機会に、ご家庭で災害時の備え等について話題にしながら、試食・試

飲していただけたらと思います。 

★産業祭の中止を受けて 

６年生の太鼓演奏、５年生の販売活動、２年生のエゾタンポポ体操の発表の場

となっていました産業祭が中止になったことを受け、代わりの活動・発表の場に

つきましては只今検討中です。決まり次第、お知らせいたします。 



 

 

４月スタート。始業式や入学式やＰＴＡのあいさつを考えたり、職員会議の学校経営方針
を考えたり、公民館との合同運動会の打合せ等をしたりしているうちに、慌ただしく最初の
１か月が過ぎていきました。５・６月は、合同運動会の本番、長木保育所との交流の打合せ、
新任校長としての研修、大館市や大館北秋田の校長会、５年自然教室と６年修学旅行への同
行等々、やっぱり慌ただしく２か月が過ぎていきました。「長」がつく立場は、あいさつす
る機会が多いなあという実感と、「ひょっとして、このまま１年中ずっと慌ただしいの？」
という疑念が、頭を巡っている今日この頃です。 
 さて、６月下旬に東京都世田谷区の小学校の先生が研修にいらっしゃったことは、お子さ
んから聞いていらしたと思います。その先生の長木小児童についての感想として、「積極的
に自分に話しかけてきたこと」、「明るく元気なこと」、「学習における子ども同士の発言
のつながりの良さ」などを挙げられていました。子どもたちは、東京の先生が、なぜ田舎の
学校を見に来たのだろうという疑問をもっていたように感じました。実際、素直な疑問とし
て「何しに来たの？」と質問していた児童もいました。都会でも地方でも、それぞれの学校
や地域の良さがあることを自覚させる取組が足りていないことを突きつけられました。例え
ば、地域と関わる学習において、あじさいやトウモロコシを育てるとか、太鼓を演奏すると
か、ポップコーンを販売するとか、本校のふるさとキャリア教育が活動だけで終わっていた
のかと考えさせられました。植物を栽培し販売する、地域の皆様に太鼓演奏を届ける、あじ
さいやエゾタンポポを育てる、その先の「地域を誇りに思い、地域に貢献できる人材を育て
る視点を忘れずに、日々の教育活動に取り組んでいるのか」と、問われているようにも感じ
ます。 
 他地区から来た先生に、「先生も、長木小学校に勉強しに来たんですか？」ぐらいのこ
とを言える長木っ子を１人でも多く育てたいですね。 

 

【校長の本棚】 
今回は、完全に大人向け。 
『鴻上尚史のほがらか人生相談～息苦しい「世間」を楽に生きる処
方箋』（朝日新聞出版）です。少しでも演劇に興味がある方なら、
ご存じでしょう、大学在学中に劇団「第三舞台」を旗揚げされた鴻
上尚史（こうかみ しょうじ）さんです。『一冊の本』という月刊誌

に連載されたものがインターネットの「AERA dot.」（アエラ ドット）で紹介され、さらに
書籍化されたものです。好評につき、２冊目『もっとほがらか人生相談』も出ました。 
 ◆今年入籍をしたばかりの妻が、酒を飲むと暴言をはきます。（30歳・男性） ◆夫とは
価値観が合わず、毎日一緒にいたいと思いません。結婚の意味ってなんですか？（40歳・女
性）◆大学生の息子が俳優になりたいと言いだしました。人生を棒に振ってしまったらと心
配で、私も妻も反対です。（51歳・男性） ◆４歳の娘が可愛くありません。怒鳴ったり、
手をあげたりする前にお知恵を貸してください。（41歳・女性） ◆「明日からやろう」と
思いながら勉強に身が入りません。「今やるスイッチ」はどうしたら入りますか。（17歳・
男性） 
 「ほがらか」というタイトルですが、ほがらかな相談内容は少なく、深刻だったり、重か
ったり、切実だったりします。劇団を潰さないために、団員からの様々な相談に一生懸命答
えてきたことが今につながっていると、鴻上さんはおっしゃっています。さらに「がんばれ」
や「我慢したら」ではなく、「できるかどうか」を基準に回答している、その嫌悪や対立や
怒りを少しでも減らしたり、折り合いを付けたり、どうにかこうにか解決する方法を考え出
していると。 毎回「神回答」と話題になったらしいのですが、こうも書いています。「自
分の頭で出した答えだけが、自分を本当の意味で動かすことができる」と。 

 

      1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

1 金               

2 土               

3 日               

4 月               

5 火               

6 水               

7 木               

8 金               

9 土               

10 日               

11 月 山の日             

12 火 学校閉庁日             

13 水 学校閉庁日             

14 木 学校閉庁日             

15 金 学校閉庁日             

16 土               

17 日               

18 月               

19 火               

20 水               

21 木 課題確認日（８：３０～９：３０）              

22 金               

23 土               

24 日               

25 月 
特別日課（全校４時間） 朝掃除 始業式②   

話す聞くカード 長木検定週間  

清掃場所移動日 清潔検査週間 
13:40 

26 火 
全校５時間  身体測定  図書貸出開始  

ココロの授業５年・６年  学納金集金日 14:25 

27 水 
夏休み作品展 トウモロコシ収穫５年 

自由研究発表会（低） 14:45 15:35 

28 木 自由研究発表会（高） 14:25 15:15 

29 金 
輝き合い集会４ 委員会７  

ひなだん設置 
14:45 15:35 

30 土               

31 日               

 


